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図1　人口、世帯数、平均世帯規模の動向（金沢区）

図2　金沢区の全体図

図3　年齢5歳別人口の動向（金沢区）

※「町丁別年齢別男女別人口」による。 各年3月末現在。
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（出典）町丁別世帯と男女別人口。各年3月末現在
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横
浜
市
の
人
口
は
、
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
ま
で
増
加
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
中
、
金
沢
区

で
は
平
成
18
年
を
ピ
ー
ク
に
す
で

に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
（
図

１
）。
ま
た
、
人
口
の
減
少
数
、

減
少
率
が
18
区
の
中
で
最
も
高
い

（
11
ペ
ー
ジ
表
４
）。

「
地
域
の
皆
様
と
共
に
考
え

る
、
挑
戦
す
る
、
つ
く
る
！
～
訪

れ
た
い
、
住
み
た
い
ま
ち
・
環
境

未
来
都
市　

金
沢
を
目
指
し
て

～
」（
平
成
26
年
度
金
沢
区
運
営
方

針
基
本
目
標
）
を
掲
げ
、
人
口
減

少
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
か
、
金
沢
区

の
状
況
を
報
告
す
る
。

❶
金
沢
区
の
特
徴
（
図
２
参
照
）

ま
ず
、
金
沢
区
の
特
徴
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。
金
沢
区
は
横
浜

市
の
南
端
に
位
置
し
、
海
・
緑
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
土
地
で
あ

る
。
ま
た
、
鎌
倉
文
化
を
現
代
に

伝
え
る
「
県
立
金
沢
文
庫
」、「
称

名
寺
」
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
的
・

文
化
的
資
産
や
、「
八
景
島
シ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ス
」
や
「
海
の
公
園
」
な

ど
の
観
光
資
源
も
豊
富
で
、
多
く

の
市
民
等
に
愛
さ
れ
て
い
る
ま
ち

で
あ
る
。

ま
た
、
横
浜
市
を
代
表
す
る
臨

海
工
業
地
帯
が
あ
り
、
１
、０
０
０

社
を
超
え
る
企
業
が
集
積
し
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、関
東
学
院
大
学
、

横
浜
市
立
大
学
の
２
つ
の
総
合
大

学
の
学
生
約
１
５
、０
０
０
人
が
学

ぶ
学
園
都
市
で
あ
り
、
学
生
が
地

域
の
中
で
繋
が
り
を
つ
く
り
な
が

ら
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
の
担
い
手
と
な
る

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
、
大
学

等
の
多
彩
な
人
材
が
活
躍
し
て
い

る
暖
か
な
ま
ち
で
あ
る
。

❷
人
口
動
態

こ
の
よ
う
に
多
く
の
特
徴
が
あ

り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
は
ず
の

金
沢
区
に
お
い
て
、
人
口
の
減
少
は

ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

人
口
動
態
を
み
て
い
き
た
い
。

金
沢
区
に
は
、
平
成
26
年
３
月

末
時
点
で
２
０
３
、８
２
５
人
が
暮

ら
し
て
い
る
。
平
成
18
年
ま
で
穏

や
か
に
増
加
し
て
い
た
が
、
以
降

デ
ー
タ
提
供
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表1　人口、世帯数、年齢別人口の動向
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図4　人口異動（転出入と出生死亡）の動向

（図 5 ～ 7 出典）横浜市 HP「町別世
帯と男女別人口」。各年 3 月末現在

平成16年 平成21年 平成26年 平成16〜
21年

平成21〜
26年

平成21年
比率（％）

平成26年
比率（％）

平成26年
市平均

人口 (人) 207,782 210,342 203,825 2,560 ▲ 6,517 100.0 100.0 100.0
0〜14歳人口 (人) 27,422 27,516 25,128 94 ▲ 2,388 13.1 12.3 13.1
（内0〜5歳） (人) 10,540 10,428 9,166 ▲ 112 ▲ 1,262 5.0 4.5 5.1
15〜64歳人口 (人) 144,919 139,009 127,089 ▲ 5,910 ▲ 11,920 66.1 62.4 65.4
（内25〜39歳） (人) 45,992 43,904 35,447 ▲ 2,088 ▲ 8,457 20.9 17.4 20.4
65歳以上人口 (人) 35,441 43,817 51,608 8,376 7,791 20.8 25.3 21.7
（内75歳以上） (人) 14,563 18,884 23,477 4,321 4,593 9.0 11.5 9.9

世帯数 (世帯) 84,532 89,971 90,542 5,439 571

平均世帯規模 (人/世帯) 2.46 2.34 2.25 2.29

※各年「町別世帯と男女別人口」、「町丁別年齢別男女別人口」による。 各年3月末現在。

図5　人口増減（金沢区）

穏
や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
26
年
３
月
末
と
25
年
３
月
末

を
比
較
す
る
と
１
、６
５
４
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
数
は

９
０
、５
４
２
世
帯
、
平
均
世
帯
規

模
は
２
・
25
人
で
あ
り
、
世
帯
数

は
増
加
傾
向
、
こ
の
結
果
、
世
帯

規
模
は
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
る

（
図
１
）。

人
口
全
体
の
変
化
は
穏
や
か
だ

が
、
65
歳
以
上
の
人
口
の
増
加
と

同
時
に
、
20
～
30
歳
代
の
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
子

ど
も
の
自
立
（
転
出
）
が
主
な
要

因
と
な
り
、
世
帯
規
模
の
縮
小
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
横
浜
市
の
平
均
と
比
較
す
る

と
、
65
歳
以
上
の
人
口
比
率
で
市

の
平
均
を
上
回
り
、
一
方
で
25
～

39
歳
の
人
口
比
率
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
（
図
３
、表
１
）。
今
後
、

年
齢
別
人
口
変
化
の
傾
向
が
こ
の

ま
ま
続
く
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
進
行

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
口
移
動
の
動
向
で
は
、
平
成

19
年
以
降
は
転
出
が
転
入
を
上
回
る

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
人
口
増
減
の

数
値
だ
け
を
み
て
い
る
と
、
大
き
く

変
化
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

が
、実
際
に
は
、人
口
増
減
（
△
１
、

６
０
０
人
）
の
約
９
倍
の
転
出
と
、

約
８
倍
の
転
入
の
結
果
（
差
）
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
人
口
の
自
然
減
よ

り
も
遥
か
に
大
き
な
数
値
と
な
っ
て

い
る
（
図
４
）。

な
お
、
金
沢
区
へ
の
転
入
状
況

と
、
金
沢
区
か
ら
の
転
出
状
況
を

地
図
で
示
し
て
み
る
と
、
隣
接
す

る
区
や
市
か
ら
の
転
出
入
が
多
い

傾
向
に
あ
る
（
口
絵
４
ペ
ー
ジ
）。

さ
ら
に
、
転
出
入
差
引
（
転
入
マ

イ
ナ
ス
転
出
）の
内
訳
を
み
る
と
、

東
京
都
区
部
や
市
内
他
区
に
転
出

超
過
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
口
絵
７
ペ
ー
ジ
）。

❸
高
齢
化

と
こ
ろ
で
、
高
齢
化
は
、
言
い

換
え
れ
ば
〝
長
寿
化
〟
で
あ
り
、

成
熟
し
た
社
会
と
し
て
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。
大
和
市
で
は

「
60
歳
代
を
高
齢
者
と
は
呼
ば
な

い
宣
言
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
確
か

に
区
内
の
地
域
の
皆
様
と
接
し
て

い
る
と
、
60
歳
代
～
80
歳
代
と
思

わ
れ
る
多
く
の
方
が
地
域
の
担
い

手
の
中
心
と
な
り
活
躍
い
た
だ
い

て
お
り
、
い
つ
も
尊
敬
と
感
謝
の

念
は
絶
え
な
い
。
年
齢
だ
け
で
一

概
に
判
断
は
で
き
な
い
と
実
感
し

て
い
る
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
単
身
世

帯
が
増
え
る
こ
と
や
、
世
代
間
人

口
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
家
族
の
機
能
が
弱
ま
り
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
子
育
て

世
代
と
高
齢
者
の
孤
立
化
と
い
っ

た
課
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
区
役
所
と
し
て

は
、
区
民
が
地
域
の
中
で
、
健
康

で
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
、

応
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

❹
地
区
別
の
状
況

金
沢
区
で
は
、
自
治
会
町
内
会

連
合
会
を
中
心
と
し
て
、
地
区
ご

と
に
課
題
を
共
有
し
、
解
決
策
を

検
討
す
る
「
地
区
推
進
連
絡
会
」

（
14
地
区
）

を
設
置
し
て

い
る
が
、
地

区
ご
と
の
人

口
動
態
等
の

情
報
を
「
地

区
推
進
連
絡

会
」
等
に
お

い
て
共
有

し
、
人
口
減

少
、
少
子
高

齢
化
が
進
む

中
で
、
ど
の

よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
を
進

め
て
い
く
べ



図7　世帯数の動向（金沢区・地区別） 図6　人口の動向（金沢区・地区別）

図9　65歳以上の人口動向（金沢区・地区別） 図8　15～64歳人口動向（金沢区・地区別）

図10　人口・世帯数の動向（並木一丁目～三丁目）
（出典）横浜市HP「町丁別年齢別男女別人口」。各年9月末現在
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（出典）町別年齢別男女別人口。各年3月末現在

（提供）独立行政法人都市再生機構
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き
な
の
か
を
協
議
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
人
口
、
世
帯
数
の
動

向
を
地
区
別
に
み
る
。
平
成
21
年

か
ら
26
年
の
期
間
で
は
、
人
口
や

世
帯
数
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
各

地
区
と
も
安
定
的
に
推
移
し
て
い

る
（
図
６
、７
）（
自
治
会
町
内
会

連
合
会
に
未
加
入
で
あ
る
大
川
地

区
を
含
め
る
と
15
地
区
）。

特
徴
が
あ
る
の
は
、「
金
沢
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区
」（
並
木
一

丁
目
～
三
丁
目
、
富
岡
東
二
丁
目

の
範
囲
を
指
す
。）
で
あ
り
、
他

地
区
に
比
べ
て
年
齢
別
人
口
の
変

化
の
傾
向
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
15
～
64
歳
人
口
に
つ
い
て

は
、
他
地
区
に
比
べ
て
減
少
幅
が

大
き
い
。
逆
に
、
65
歳
以
上
の
人

口
は
、
平
成
16
年
に
比
し
て
倍
増

と
な
っ
て
お
り
、
増
加
幅
が
大
き

い
（
図
８
、９
）。

❶
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区

の
特
徴

人
口
増
減
に
特
徴
が
あ
っ
た「
金

沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区
」
に

つ
い
て
、
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
季
報
で
も
当

該
地
区
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
ま
ず
、「
金
沢
シ
ー
サ

イ
ド
タ
ウ
ン
地
区
」
に
つ
い
て
補

足
し
て
お
く
。
横
浜
市
が
昭
和
40

（
１
９
６
5
）
年
代
か
ら
取
り
組

ん
だ
６
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ

「
金
沢
臨
海
都
市
建
設
（
金
沢
地

先
埋
立
事
業
）」
で
計
画
さ
れ
た
住

宅
地
で
あ
り
、分
譲
６
割
（
約
４
、

３
０
０
戸
）、
賃
貸
４
割
（
約
３
、

０
０
０
戸
）
の
集
合
住
宅
が
整
備

さ
れ
た
。
現
在
、
年
齢
別
人
口
に

偏
り
が
あ
る
の
は
、
一
時
期
に
人

口
流
入
が
進
ん
だ
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
槇
文
彦
氏
、

神
谷
宏
治
氏
、
藤
本
昌
也
氏
、
内

井
昭
蔵
氏
、
宮
脇
檀
氏
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
に
共
同
住
宅
の
実
績
を

持
つ
、
日
本
を
代
表
す
る
有
名
な

建
築
家
が
設
計
し
た
「
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
」
の
思
想
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
平
坦
で
あ
る
が
緑
に
囲
ま

れ
、
水
辺
も
あ
り
、
公
共
施
設
も

多
く
、
住
環
境
と
し
て
恵
ま
れ
た

地
区
で
あ
る
（
写
真
１
、２
）。

し
か
し
、
高
度
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
郊
外
部
の
集
合
住
宅
団
地

で
も
あ
る
よ
う
に
、
当
該
地
区
に

お
い
て
も
、
建
物
の
老
朽
化
や
空

き
家
、居
住
者
の
高
齢
化
な
ど
様
々

な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

❷
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区

の
状
況

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区

と
は
、
並
木
一
丁
目
、
並
木
二
丁
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目
、
並
木
三
丁
目
、
富

岡
東
二
丁
目
の
区
域
を

指
し
て
い
る
が
、
並
木

一
か
ら
三
丁
目
は
人
口

減
少
、
富
岡
東
二
丁
目

は
人
口
増
加
の
傾
向
と

な
っ
て
い
る
（
図
５
）

こ
と
か
ら
、
今
回
、
富

岡
東
二
丁
目
は
除
い
た

分
析
を
行
う
。

並
木
一
か
ら
三

丁
目
に
は
、
平
成
26

年
９
月
末
現
在
、

１
８
、７
１
４
人
、
８
、

１
７
８
世
帯
が
暮
ら
し

て
い
る
（
図
10
）。

そ
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
い

る
世
帯
の
比
率
は
急
増
し
て
お

り
、
平
成
22
年
で
は
39
・
１
％
と

区
平
均
35
・
２
％
を
超
え
て
い
る

（
図
11
）。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯

の
類
型
別
及
び
比
率
を
み
る
と
、

夫
婦
の
み
世
帯
、
夫
婦
と
子
ど
も

の
世
帯
、
単
独
世
帯
の
数
は
そ
れ

ぞ
れ
10
年
前
と
比
し
て
２
・５
倍
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
み
の
世

帯
（
高
齢
の
「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」

「
単
独
世
帯
」
の
比
率
の
合
計
）

の
比
率
が
58
・
１
％
と
な
っ
て
お

り
（
図
12
）、
今
後
、
高
齢
化
が
進

む
と
、
単
独
世
帯
の
比
率
が
上
昇

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

次
に
、
転
出
入
の
傾
向
で
は
、

「
５
年
前
も
現
住
所
」
の
78
・６
％

で
あ
る
が
、
残
り
21
・
４
％
は
こ

の
５
年
間
に
転
入
し
て
い
る
（
図

13
）。
転
入
者
の
割
合
は
低
い
が
、

人
数
に
す
る
と
約
３
、５
０
０
人
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
５
年
間
で
の

人
口
は
約
１
、１
７
０
人
減
少
し
て

い
る
た
め
、
人
口
減
少
し
て
い
る

状
態
で
も
大
き
な
転
入
、
そ
し
て

転
入
を
上
回
る
大
き
な
転
出
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
転
出
入
差
引
（
区
分

ご
と
の
転
入
マ
イ
ナ
ス
転
出
）
に

つ
い
て
、
今
回
、
並
木
一
丁
目

の
動
向
を
み
て
み
る
（
図
14
）。

こ
の
15
年
間
で
は
、

ど
の
区
分
に
お
い
て

も
、
転
出
が
転
入
を

上
回
っ
て
お
り
、
お

お
む
ね
棒
グ
ラ
フ
が

マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、

金
沢
区
内
の
移
動

（
転
居
）
が
最
も
多

く
、
15
年
間
の
「
転

出
入
」
累
計
に
対
し

て
区
内
転
居
が
４
割

近
く
を
占
め
て
い
る

こ
と
に
注
目
さ
れ
た

い
。
並
木
の
魅
力
や

機
能
を
高
め
る
こ
と

で
、
住
み
続
け
る
人

が
増
え
る
こ
と
も
期

待
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

❸
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド

タ
ウ
ン
地
区
の
取
組

「
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド

タ
ウ
ン
連
合
自
治
会
」

で
は
、
つ
つ
じ
祭
り

や
、
花
火
大
会
、
文
化

祭
な
ど
季
節
に
応
じ
た

イ
ベ
ン
ト
を
各
種
団
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４　

人
口
減
少
の
中
で
の
金
沢
区

の
ま
ち
づ
く
り

５　

お
わ
り
に
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体
等
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
、
長

年
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。
ま

た
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
各
種
団
体
等
の
活
動
も
活

発
な
地
域
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
社
会
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
う
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
や
多
様
性
を
認
め
あ

う
新
し
い
ま
ち
の
あ
り
方
を
模
索

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
い
う
問

題
認
識
の
も
と
、
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
活
気
の
あ
る
ま
ち
、
文
化
・

伝
統
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、
魅
力

あ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
連

合
自
治
会
町
内
会
に
加
え
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ら
し
く
並
木
の
三
者

で
、
平
成
25
年
9
月
「
こ
れ
か
ら

の
並
木
を
創
る
会
」（
通
称
：
コ
レ

ナ
ミ
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

コ
レ
ナ
ミ
で
は
、
金
沢
シ
ー
サ

イ
ド
タ
ウ
ン
地
区
に
お
け
る
人
口

動
態
等
の
分
析
を
進
め
て
、
勉
強

会
を
実
施
し
た
り
、
地
域
の
活
動

団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
住
民

を
巻
き
込
ん
だ
意
見
交
換
会
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
コ
レ
ナ
ミ
の
活
動
は
、「
金
沢
区

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
事
業
補

助
金
」
を
活
用
し
て
運
営
し
、
区

役
所
と
し
て
は
、
地
域
の
主
体
的

な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に「
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
横
浜
市
立
大
学
で

は
、「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」（
注
１
）
の
一

環
と
し
て
、
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ

ウ
ン
地
区
に
地
域
交
流
の
拠
点
を

開
設
（
平
成
26
年
３
月
）
し
た
。

現
在
、
愛
称
「
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｎ
並
木
ラ

ボ
」
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
を
軸
に
、
現
在
は
、
地
域
住
民

へ
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、

健
康
や
暮
ら
し
に
関
す
る
講
座
等

を
実
施
し
て
い
る
。
区
役
所
と
し

て
も
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
公

民
学
で
連
携
し
、
こ
の
拠
点
が
金

沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区
の
課

題
解
決
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
金

沢
区
茶
の
間
支
援
事
業
」（
空
き
家

等
を
活
用
し
た
活
性
化
の
た
め
の

支
援
）
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
等

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

❶
豊
富
な
資
源
を
連
携
し
て
結
び

付
け
、
金
沢
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
発
信

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
地
区

を
一
例
と
し
て
紹
介
し
た
が
、
前

項
の
よ
う
な
公
民
学
の
連
携
は
、

横
浜
市
内
の
多
く
の
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
公
民
学

の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
は
、
多
く
の
方
が
感

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
金
沢

区
役
所
で
は
、
区
民
の
皆
様
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
連

携
協
力
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
今

後
も
地
域
活
力
を
維
持
し
、
持
続

可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

冒
頭
の
と
お
り
運
営
方
針
に
掲

げ
て
い
る
「
訪
れ
た
い
、
住
み
た

い
ま
ち
」
と
し
て
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
金
沢
区
職
員
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
、
企
業
、
大
学
等
の
多

く
の
金
沢
区
に
関
わ
る
皆
様
と
共

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
挑
戦
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

❷〝
か
な
ざ
わ
八
携（
は
っ
け
い
）

協
定
〟

そ
う
し
た
挑
戦
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
鉄
道
事
業
者
、
企
業
、
大
学
、

商
工
業
な
ど
八
者
に
よ
る
「
環
境

未
来
都
市
横
浜
『
か
な
ざ
わ
八
携

協
定
』」
を
平
成
26
年
7
月
に
締
結

し
た（
写
真
３
）。こ
の
協
定
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、
八
者
が
連
携
協
力
す

る
こ
と
を
「
金
沢
八
景
」
に
ち
な

ん
で
、『
か
な
ざ
わ
八
携
協
定
』
と

命
名
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
金
沢
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
重

要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
八
者

（
図
15
）
が
、
知
恵
と
力
を
集
め

て
、
連
携
協
力
の
輪
を
広
げ
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
金
沢
の
ま
ち
を
盛

り
上
げ
、
金
沢
の
魅
力
を
広
く
内

外
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ

て
い
る
。

た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
長
年
、

地
域
の
皆
様
、
多
く
の
企
業
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
き

た
「
金
沢
ま
つ
り
花
火
大
会
」「
金

沢
ま
つ
り
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
」

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
ア
ー

ト
を
融
合
さ
せ
た
「
ス
マ
ー
ト
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
金
沢
」
を
新
た

に
実
施
し
た
。
ま
た
、「
金
沢
区
の

魅
力
い
っ
ぱ
い
『
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
』」
や
「
環
境
未
来
都
市　

横

浜
『
か
な
ざ
わ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』」
な

ど
も
連
携
協
力
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
前
述
の
金
沢
シ
ー
サ
イ

ド
タ
ウ
ン
地
区
に
お
け
る
団
地
再

生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
金

沢
区
役
所
と
し
て
重
点
的
に
進
め

て
い
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
地
域
の
課
題
解
決
モ
デ
ル
の

推
進
等
に
つ
い
て
も
、
か
な
ざ
わ

八
携
協
定
締
結
者
や
、関
係
機
関
、

地
域
等
の
連
携
協
力
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

今
後
、
横
浜
市
全
体
で
も
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
金
沢
区
の
取
組

が
社
会
的
課
題
の
解
決
策
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
、
今
回
紹
介
し
た

よ
う
な
連
携
協
力
や
、
具
体
的
な

実
践
を
金
沢
区
に
関
わ
る
多
く
の

皆
様
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
注
１
）「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」

自
治
体
等
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地
域
を
志

向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
進
め
る

大
学
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
に

資
す
る
様
々
な
人
材
や
情
報
・
技
術
が
集
ま

る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的
存
在
と

し
て
の
大
学
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
文
部
科
学
省
の
事
業
。
初
年
度

（
25
年
度
）
に
、横
浜
市
立
大
学
の
提
案
「
環

境
未
来
都
市
構
想
推
進
を
目
的
と
し
た
地
域

人
材
開
発
・
拠
点
づ
く
り
事
業
」
も
採
択
さ

れ
た
。


